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間であるが、豊彦・ハルの著作を伯父の村岡平吉が 3冊、従兄の儆三が 4冊（ハル著作 2冊を含む）印刷し
ており、両者の関係が密接であったことが著作からも明らかとなった。
1 ．はじめに



















ドラマ「花子とアン」が2014年 3 月31日から 9 月27日まで放送され、全156回の平均視聴率は22.6％で、過去10年で
最高の視聴率となった 1 ）。このNHKドラマがきっかけとなり、2014年 9 月 2 日から10月31日まで神戸の賀川記念館
において特別展「花子とハル」が開催された。「花子」とは村岡花子（1893～1968）のことであり、「ハル」とは賀川






　本稿では、最初に、2018年論文で不明だった点を明らかにしておきたい。それは、1967年 6 月 3 日賀川ハルの日記
に書かれていた内容である。「 3 　土　博人、梅子の結婚式、手伝人も頼んだが何かと忙がしい。天気で幸、天気続
きで農家ハ雨乞、申訳ない。（中略）180名位の方々であつた。村岡、小川貞一（筆者注：母方の従弟）も祝はれた。」
と書かれている 4 ）。筆者は1967年 6 月 3 日に行われた豊彦・ハル夫妻の二女梅子の結婚式に参加した「村岡」は、村
岡家の一番年下の従弟の村岡潔なのか、それとも村岡花子なのか疑問に思っていた。2020年 2 月15日、東京の松沢記
念館において第 1 回賀川ハル研究会が開催されることとなった 5 ）。筆者の論文を読んでくれた賀川ハルの孫にあたる
冨澤康子氏より講演講師を依頼された。その時に、筆者は冨澤氏にハルの二女梅子の結婚式の写真を持っておられる
か問い合わせたところ、結婚式の写真を見せていただくことができた。その写真には、中央付近に賀川ハルと村岡花































　1912年、印刷されたものは 1 冊である。『友情』8 ）は福音印刷神戸工場の菅間徳次郎が印刷している。豊彦は前の
年からこの福音印刷神戸工場へ最初は賛美歌指導、のちに説教のために毎週通っており、これがきっかけとなりハル
と出会う。
　1913年、印刷されたものは 2 冊である。『預言者エレミヤ』9 ）『基督伝論争史』10）は福音印刷神戸工場の菅間徳次郎














　しかし、1923年 9 月 1 日大正関東地震により福音印刷は全壊、焼失、倒産した。そのため、福音印刷で印刷された
豊彦とハルの著作は1912年から1923年の短い期間であり、この期間に福音印刷で印刷されたハル 2 冊と豊彦 8 冊の著







印刷の取締役兼支配人の座を受け継ぐ。翌年1923年 9 月 1 日、大正関東地震が起こり、福音印刷横浜工場は全壊し、
銀座本店は地震後の大火災で全焼し、さらに信頼していた役員に騙され福音印刷は倒産する。そのため、「村岡儆三」

































































































　これらの文章からは幸田文が住んでいた場所は震度 7 のような激震に襲われたわけではなく、震度 6 弱程度の揺れ
だったと思われる。名古屋大学の地震研究者である武村雅之は「寺島町の被害は、焼失はなく、住家の全潰350戸、
全潰率7.7％で、揺れの強さは震度 6 弱と推定」と書いている32）。

























　地震の翌日、9 月 2 日朝、神戸にいた賀川豊彦とハルは、朝刊で大正関東地震を知る。当時テレビもラジオもなかっ
たため、豊彦はすぐに神戸の関係者と集まり、東京へ行くことを決め、その日の16時発の山城丸に乗る。



























　一方、夫の豊彦は、9 月 2 日夕方に神戸を出て、翌 9 月 3 日横浜港に到着したが着岸できず、その晩船に泊まった。
次の日、 9 月 4 日、豊彦は横浜に入った。最初、徒歩で、その後品川行の列車に乗った。それから芝白金の明治学院
へ歩き、友人の中山昌樹の家に泊まった。





　 9 月 6 日、豊彦は品川まで歩き、品川から東神奈川まで列車に乗り、その後静岡清水行の船に乗り、清水港に到着










































































めに、1912年から1923年の短い期間であるが、福音印刷が印刷した豊彦 8 冊とハル 2 冊の著作のうち、伯父の村岡平








1 ）Darama & Movie by Oricon news（https://www.oricon.co.jp/news/2042684/full/）2020年 2 月26日検索．
2 ）『神戸新聞』2014年 7 月 7 日付．
3 ）藤沢真理子「児童福祉に貢献した女性たち～賀川ハルと村岡花子～」『東邦学誌』第47巻第 1 号，2018年、 1 ～17頁．
4 ）賀川ハル「1967年 6 月 3 日日記」三原容子編『賀川ハル史料集第 3 巻』緑蔭書房，2009年，99頁．
5 ） 日 本 女 性 外 科 医 会（JAWS） 第24回 勉 強 会 ＆ 賀 川 ハ ル 研 究 会 第 1 回 勉 強 会（http://jaws.umin.jp/pdf/24thJAWS_
meeting20200215Rev.pdf）2020年 8 月21日検索．
6 ）村岡恵理『アンのゆりかご』新潮社，2011年，194頁．













































49）トヨヒコ「松倉町のバラックより」『雲の柱』第 3 巻第 6 号、大正13年、894頁。また、日本のボランティア研究者阿部志
郎は賀川豊彦献身100年記念事業実行委員会編『Think Kagawa ともに生きる』家の光協会（発売）、2010年、13頁の中で「賀
川は、適切な対応をし、まだボランティアという言葉のないときに、ボランティア活動を展開」と述べている．
50）賀川ハル「1928年日記」三原容子編『賀川ハル史料集』第 2 巻，緑蔭書房，2009年，89頁．
